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　今
年
は
柚
子
の
色
づ
き
が
昨
年

よ
り
遅
か
っ
た
で
す
が
、
収
穫
も

無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
柚
子
の
収
穫
時
期
は
期
間
が

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
家
族
総
出

で
毎
年
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
は

週
末
だ
け
収
穫
の
手
伝
い
を
し
ま

し
た
が
、
今
年
も
友
人
等
い
ろ
ん

な
か
た
が
た
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
事
さ
を
改
め
て
感
じ
た
11
月

で
し
た
。
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大
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 3 日 第14回ゆずはじまる祭
 5 日 馬路・魚梁瀬中学校職場体験学習（～8日）
 7 日 高知県知事選挙告示日
 9 日 西川渓谷紅葉歩き＆千本山ぷち登山ツアー
  郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
13日 中芸地区音楽発表会（田野町ふれあいセンター）
14日 馬路中学校ゆず取りボランティア
16日 協働の森交流活動
19日 秋季ビーチバレーボール大会（魚梁瀬地区）
24日 高知県知事選挙投開票日

馬路体育会野球部全国大会出場
民生委員・児童委員紹介 ・・・・・・・・・・・2
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 5 日 安芸地区中学校陸上競技大会（芸西村）
 9 日 第39回魚梁瀬地区はし拳大会
  （魚梁瀬多目的施設）
12日 魚梁瀬熊野神社秋の例大祭
  魚梁瀬古式弓射式（丸山公園）
  第15回湯けむりピンポン大会（馬路温泉）
19日 馬路保育所運動会（馬路体育館）
  郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
20日 第27回山師達人選手権大会（丸山公園）
27日 魚梁瀬地区村民運動会
30日 馬路村小・中学校合同学習会（馬路小・中学校）
  サーカスエコロジカル（馬路体育館）
  秋のおもてなし一斉清掃

▲決勝戦の大丸太挽き競争

林業の技術を基にした競技に挑む、第２７回山師達人選手権大会が
１０月２０日㈰に、魚梁瀬丸山公園で開催され、県内外の35チームが
山師の技を競い合いました。
決勝は予選上位４チームで熱戦を繰り広げ、村内有志の「ウサギ組」が
優勝を勝ち取りました。
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　東京都で１１月８日～１１日に開催された「第６８回全国青
年大会」の軟式野球の部に、３年ぶり３度目の高知県代表と
して馬路体育会野球部が出場しました。
　全国の予選を勝ち進んだ総勢１５チームが一堂に会し、
熱戦を繰り広げました！！

馬路体育会野球部県代表として全国大会出場！県代表として全国大会出場！
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 防災に強い村を目指して！
～馬路診療所研修レポート～

　消火器を使った消火訓練や、実際の災害現
場を再現したセットでのトリアージ救助訓練
など、村では体験できない訓練を行うことが
できました。使い慣れない無線機での報告の
難しさや、赤タッグをつけた重傷の負傷者の
搬送が優先できないなど、これまでの訓練経
験が生かせず、繰り返し訓練を行うことが大
切であると痛感しました。

　災害現場や、避難所では班単位で行動する
ことが重要であり、人々を誘導し、チーム
ワークを発揮するためには、リーダーが必要
です。今回の研修はそのリーダー育成研修で
あり、四万十市民のかたがたは自らリーダー
になるべく研修に参加し、トリアージ訓練に
も積極的に取り組んでいました。

　今回訓練に参加してみて、診療所での医療
救護所訓練と共に、各地区、災害現場でのト
リアージの必要性を強く感じました。
　トリアージと聞くと難しそうに聞こえます
が、被災現場で救助を行う場合や、各地区か
ら診療所に搬送する際など、必ず必要になっ
てきます。助ける側、助けられる側みんなに
その知識があれば、的確な行動ができるはず
です。馬路診療所ではトリアージのできる村
民を増やすため研修会の企画を考えています
ので、ぜひご参加ください。

　馬路診療所での医療救護所訓練を9月8日に
終え、訓練の反省点を踏まえて、さらに知
識・技術の習得のため、医師、看護師2人で
「四万十市市民救助隊養成研修」へ参加して
きましたので報告します。
　普段はぶしゅかんを栽培されている消防団
の方や、元教員で退職後に自主防災会の活動
をされている方、市役所や社会福祉協議会の
職員の方など36人の四万十市民のかたがたと
共に受講しました。

①身の安全を守るために必要な防護具
　ヘルメット・ゴーグル・手袋の必要性と取
　り扱いについて
②リーダーシップの重要性について
　チーム単位での行動の必要性について
③火についての学習・消火器実習
④応急手当・安全な救出技術と搬送方法の実
　習
⑤実際の災害現場を再現したセットでのトリ
　アージ救助訓練

馬路村の民生委員・児童委員
　令和元年12月1日に厚生労働大臣から3年の任期で委嘱されました、民生委員・児童委員と
主任児童委員のみなさまを紹介します。

東川・中ノ川担当

清岡　眞治

相名担当

乾　栄美

相名担当

清岡　弘滋

影担当

平野　美保

馬路担当

大野　一幸

民生委員・児童委員

主任児童委員

民
生
委
員・児
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委
員
と
は
？
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生
委
員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
声
か
け
や
見
守
り
活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相

手
と
な
り
、困
り
ご
と
を
抱
え
る
住
民
と
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
や
ご
家
庭
で
気
に
な
る
こ
と
や
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、お

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
馬
路
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
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救助隊養成研修へ参加

研修を受講して

今回の研修内容

 

１
回
戦
か
ら
強
敵 

　
初
日
に
開
会
式
が
あ
り
、
そ

こ
で
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
て
１
回
戦
の
相
手
チ
ー
ム

が
東
京
都
代
表
「
Ｔ
Ｈ
イ
ン
セ

ク
タ
ー
ズ
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
監
督
会
議
で
は

「
ぜ
ひ
、
東
京
の
夜
の
誘
惑
に

負
け
て
も
ら
っ
て
、
楽
し
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
先
制
パ

ン
チ
を
く
ら
わ
さ
れ
、
監
督
代

行
と
副
主
将
は
、
宿
舎
に
な
か

な
か
帰
ら
な
い
若
者
の
動
向
に

気
を
も
み
な
が
ら
、
二
人
で
作

戦
会
議
を
し
、
眠
り
に
つ
き
ま

し
た
。

　
迎
え
た
試
合
当
日
、
東
京
を

十
分
に
満
喫
し
た
若
者
た
ち

は
、
晴
々
と
し
た
笑
顔
で
円
陣

を
組
み
、
気
合
十
分
で
試
合
に

挑
み
ま
し
た
。
２
回
ま
で
は
０

対
０
と
、
相
手
チ
ー
ム
の
攻
撃

を
見
事
に
し
の
ぎ
、
投
手
戦
が

予
想
さ
れ
た
矢
先
の
３
回
、
１

つ
の
エ
ラ
ー
か
ら
試
合
は
一
気

に
動
き
出
し
４
点
を
失
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
、
馬
路
体
育
会

野
球
部
の
持
ち
味
で
あ
る
「
つ

な
ぐ
野
球
」
ス
タ
イ
ル
で
何
と

か
挽
回
し
て
い
き
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
１
点
返
す
の
が
精
い

っ
ぱ
い
で
、
８
対
１
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
勢
い

の
ま
ま
、
相
手
チ
ー
ム
は
大
会

で
準
優
勝
し
て
お
り
、
ま
さ
し

く
強
敵
と
い
え
る
存
在
で
し

た
。

皆
さ
ま
へ 

　
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
か
た
が
た
に
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
声
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
再

び
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
勝

ち
進
め
る
よ
う
日
々
の
練
習

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
一

方
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
行

事
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

村
民
の
か
た
が
た
に
元
気
を

届
け
る
野
球
部
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

魚梁瀬担当

渡辺　知恵

朝日出担当

笹岡まゆみ

日浦担当

西野　幸子

魚梁瀬担当

新居　都代



馬
路
体
育
会
野
球
部
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
氏
名
　
（
背
番
号
）

監
督
代
行
　
木
下
　
慎
也
　
（
22
）

主
　
将
　
笹
岡
　
英
珠
　
（
10
）

選
　
手
　
山
内
　
　
壘
　
（
１
）

　
　
　
　
木
下
　
鉄
人
　
（
３
）

　
　
　
　
木
下
阿
斗
夢
　
（
５
）

　
　
　
　
西
川
　
哲
人
　
（
16
）

　
　
　
　
山
脇
　
　
月
　
（
19
）

　
　
　
　
片
町
二
未
也
　
（
21
）

　
　
　
　
笹
岡
　
季
珠
　
（
23
）

　
　
　
　
五
百
蔵
颯
志
　
（
24
）

　
　
　
　
五
味
　
裕
貴
　
（
25
）

　
　
　
　
大
田
　
祐
司
　
（
27
）

　
　
　
　
乾
　
　
圭
佑
　
（
28
）

副
主
将
　
安
養
寺
史
一
　
（
29
）

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
笹
岡
　
愛
依
菜

　東京都で１１月８日～１１日に開催された「第６８回全国青
年大会」の軟式野球の部に、３年ぶり３度目の高知県代表と
して馬路体育会野球部が出場しました。
　全国の予選を勝ち進んだ総勢１５チームが一堂に会し、
熱戦を繰り広げました！！

馬路体育会野球部県代表として全国大会出場！県代表として全国大会出場！

広報うまじ310号 ̶̶̶̶（2広報うまじ310号 ̶̶̶̶（3　

 防災に強い村を目指して！
～馬路診療所研修レポート～

　消火器を使った消火訓練や、実際の災害現
場を再現したセットでのトリアージ救助訓練
など、村では体験できない訓練を行うことが
できました。使い慣れない無線機での報告の
難しさや、赤タッグをつけた重傷の負傷者の
搬送が優先できないなど、これまでの訓練経
験が生かせず、繰り返し訓練を行うことが大
切であると痛感しました。

　災害現場や、避難所では班単位で行動する
ことが重要であり、人々を誘導し、チーム
ワークを発揮するためには、リーダーが必要
です。今回の研修はそのリーダー育成研修で
あり、四万十市民のかたがたは自らリーダー
になるべく研修に参加し、トリアージ訓練に
も積極的に取り組んでいました。

　今回訓練に参加してみて、診療所での医療
救護所訓練と共に、各地区、災害現場でのト
リアージの必要性を強く感じました。
　トリアージと聞くと難しそうに聞こえます
が、被災現場で救助を行う場合や、各地区か
ら診療所に搬送する際など、必ず必要になっ
てきます。助ける側、助けられる側みんなに
その知識があれば、的確な行動ができるはず
です。馬路診療所ではトリアージのできる村
民を増やすため研修会の企画を考えています
ので、ぜひご参加ください。

　馬路診療所での医療救護所訓練を9月8日に
終え、訓練の反省点を踏まえて、さらに知
識・技術の習得のため、医師、看護師2人で
「四万十市市民救助隊養成研修」へ参加して
きましたので報告します。
　普段はぶしゅかんを栽培されている消防団
の方や、元教員で退職後に自主防災会の活動
をされている方、市役所や社会福祉協議会の
職員の方など36人の四万十市民のかたがたと
共に受講しました。

①身の安全を守るために必要な防護具
　ヘルメット・ゴーグル・手袋の必要性と取
　り扱いについて
②リーダーシップの重要性について
　チーム単位での行動の必要性について
③火についての学習・消火器実習
④応急手当・安全な救出技術と搬送方法の実
　習
⑤実際の災害現場を再現したセットでのトリ
　アージ救助訓練

馬路村の民生委員・児童委員
　令和元年12月1日に厚生労働大臣から3年の任期で委嘱されました、民生委員・児童委員と
主任児童委員のみなさまを紹介します。

東川・中ノ川担当

清岡　眞治

相名担当

乾　栄美

相名担当

清岡　弘滋

影担当

平野　美保

馬路担当

大野　一幸

民生委員・児童委員

主任児童委員

民
生
委
員・児
童
委
員
と
は
？
　

　
民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
声
か
け
や
見
守
り
活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相

手
と
な
り
、困
り
ご
と
を
抱
え
る
住
民
と
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
や
ご
家
庭
で
気
に
な
る
こ
と
や
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、お

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
馬
路
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　（
８
）４
２
│
１
０
２
０

救助隊養成研修へ参加

研修を受講して

今回の研修内容

 

１
回
戦
か
ら
強
敵 

　
初
日
に
開
会
式
が
あ
り
、
そ

こ
で
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
て
１
回
戦
の
相
手
チ
ー
ム

が
東
京
都
代
表
「
Ｔ
Ｈ
イ
ン
セ

ク
タ
ー
ズ
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
監
督
会
議
で
は

「
ぜ
ひ
、
東
京
の
夜
の
誘
惑
に

負
け
て
も
ら
っ
て
、
楽
し
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
先
制
パ

ン
チ
を
く
ら
わ
さ
れ
、
監
督
代

行
と
副
主
将
は
、
宿
舎
に
な
か

な
か
帰
ら
な
い
若
者
の
動
向
に

気
を
も
み
な
が
ら
、
二
人
で
作

戦
会
議
を
し
、
眠
り
に
つ
き
ま

し
た
。

　
迎
え
た
試
合
当
日
、
東
京
を

十
分
に
満
喫
し
た
若
者
た
ち

は
、
晴
々
と
し
た
笑
顔
で
円
陣

を
組
み
、
気
合
十
分
で
試
合
に

挑
み
ま
し
た
。
２
回
ま
で
は
０

対
０
と
、
相
手
チ
ー
ム
の
攻
撃

を
見
事
に
し
の
ぎ
、
投
手
戦
が

予
想
さ
れ
た
矢
先
の
３
回
、
１

つ
の
エ
ラ
ー
か
ら
試
合
は
一
気

に
動
き
出
し
４
点
を
失
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
、
馬
路
体
育
会

野
球
部
の
持
ち
味
で
あ
る
「
つ

な
ぐ
野
球
」
ス
タ
イ
ル
で
何
と

か
挽
回
し
て
い
き
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
１
点
返
す
の
が
精
い

っ
ぱ
い
で
、
８
対
１
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
勢
い

の
ま
ま
、
相
手
チ
ー
ム
は
大
会

で
準
優
勝
し
て
お
り
、
ま
さ
し

く
強
敵
と
い
え
る
存
在
で
し

た
。

皆
さ
ま
へ 

　
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
か
た
が
た
に
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
声
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
再

び
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
勝

ち
進
め
る
よ
う
日
々
の
練
習

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
一

方
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
行

事
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

村
民
の
か
た
が
た
に
元
気
を

届
け
る
野
球
部
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

魚梁瀬担当

渡辺　知恵

朝日出担当

笹岡まゆみ

日浦担当

西野　幸子

魚梁瀬担当

新居　都代



平成30年度村の決算平成30年度村の決算平成30年度村の決算

災害復旧事業費
93,496千円（4.6%）

維持補修費
10,016千円（0.5%）

積立金
141,172千円（7.0%）

繰出金
特別会計への繰出金
86,337千円（4.3%）

投資及び
出資金
3,960千円（0.2%）

扶助費
福祉施設入所費など
20,225千円
（1.0%）

物件費
消耗品・光熱水費・
通信運搬費など
391,396千円（19.3%）

補助費等
中芸広域連合負担金・
各種団体への補助など
299,047千円（14.8%）

人件費
職員給与・手当など
329,076千円
（16.3%）

普通建設事業費
林道整備・村道整備など公共事業
403,562千円（20.0%）

公債費
借金の返済金
243,167千円
（12.0%）

村 税
村民税・固定資産税など
136,292千円（6.3%）

その他
負担金・使用料など
37,183千円（1.7%）

繰入金
基金の取り崩し
280,450千円（13.0%）

諸収入
寄付金・繰越金など
242,689千円(11.3%）

その他の交付金など
地方消費税交付金
地方譲与税など
35,669千円（1.6%）

国庫支出金
村が行う事業に対する
国からの負担金や補助金
237,735千円（11.0%）

県支出金
村が行う事業に対する
県からの負担金や補助金
67,971千円（3.1%）

村 債
村が行う事業の
ために借りたお金
265,003千円（12.3%）

地方交付税
所得税や酒税などの国税を基準に
配分される交付金
856,740千円（39.7%）

　平成30年度の決算の状況をお知らせします。馬路村一般会計の歳入決算額は、2,159,732千円で、前年度
2,378,912千円に比べ219,180千円(9.2％)の減となっています。歳出決算額は、2,021,454千円で、前年度
2,254,260千円と比較すると232,806千円(10.3％)の減になっています。
　歳入が減額となった主な要因は、繰越事業の災害復旧事業費の減に伴う国庫支出金が減額となったことや地方交付税の
減額によるもので、歳出が減額となった主な要因は、繰越事業（中山間地域所得向上事業、農林業災害復旧事業、公共災害
復旧事業）によるものです。

平成30年度一般会計の歳入歳出決算額

歳入の状況
（2,160百万円）

歳出の状況
（2,021百万円）

結
果

木
下
英
年

皆
津
由
理

岩
城
勝
則

五
味
隆
仁

岡
田
元
生

山
中
　
隆

枦
山
民
夫

小
松
　
博

同意議案
第1号
報告第1号
認定議案
第1号
認定議案
第2号
認定議案
第3号
認定議案
第4号
認定議案
第5号
認定議案
第6号
認定議案
第7号
議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

教育委員会委員の任命について（山﨑絵美）

平成30年度馬路村財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

平成30年度馬路村一般会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村介護サービス特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村小水力発電特別会計歳入歳出決算の認定について

馬路村印鑑条例の一部を改正する条例について

令和元年度馬路村一般会計補正予算（第4号）について

令和元年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について

令和元年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第2号）について

令和元年度馬路村診療所特別会計補正予算（第2号）について

令和元年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第1号）について

令和元年度馬路村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について

令和元年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第1号）について

工事請負契約の締結について（馬路村多目的施設建築工事）

同
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済
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認
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決
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決

令和元年第7回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表 ○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長
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投票総数6票、有効6票、無効0票
賛成＝6票、反対＝0票

９
月
定
例
会

編集・発行
馬路村議会

　

　令和元年9月定例会は、9月10日から13日までの4日間の会期で開催された。
　10日は行政報告など諸般の報告に続いて、馬路村選挙管理委員及び補充員
を選挙し、教育委員会委員の任命に同意。財政健全化判断比率及び資金不足
比率の報告1件、各議案の提案説明が行われた。11日は議案精査のため休会。
　12日は一般質問を4氏が行った後、議案等の審議、採決を行い、平成30年度
各会計決算の認定や令和元年度各会計補正予算など9議案を可決し、会期を1
日繰り上げて閉会した。

広報うまじ310号 ̶̶̶̶（4広報うまじ310号 ̶̶̶̶（5　

●
馬
路
村
選
挙
管
理
委
員
及

　
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

▼
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
、
次
の
４
名
が
選
出
さ

れ
た
。

甫木　康徳
（64歳）馬路

やすのりひろふみひさこめぐみ
小松　寛史
（59歳）馬路

尾谷　久子
（52歳）馬路

内原　愛
（30歳）馬路

第158号

自主財源
696,614千円
（32.3%）

依存財源
1,463,118千円
（67.7%）

義務的経費
592,468千円
 (29.3%)

その他の経費
931,928千円
  （46.1%） 

投資的経費
497,058千円
  （24.6%） 



平成30年度村の決算平成30年度村の決算平成30年度村の決算

災害復旧事業費
93,496千円（4.6%）

維持補修費
10,016千円（0.5%）

積立金
141,172千円（7.0%）

繰出金
特別会計への繰出金
86,337千円（4.3%）

投資及び
出資金
3,960千円（0.2%）

扶助費
福祉施設入所費など
20,225千円
（1.0%）

物件費
消耗品・光熱水費・
通信運搬費など
391,396千円（19.3%）

補助費等
中芸広域連合負担金・
各種団体への補助など
299,047千円（14.8%）

人件費
職員給与・手当など
329,076千円
（16.3%）

普通建設事業費
林道整備・村道整備など公共事業
403,562千円（20.0%）

公債費
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136,292千円（6.3%）

その他
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村が行う事業に対する
国からの負担金や補助金
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村が行う事業の
ために借りたお金
265,003千円（12.3%）

地方交付税
所得税や酒税などの国税を基準に
配分される交付金
856,740千円（39.7%）

　平成30年度の決算の状況をお知らせします。馬路村一般会計の歳入決算額は、2,159,732千円で、前年度
2,378,912千円に比べ219,180千円(9.2％)の減となっています。歳出決算額は、2,021,454千円で、前年度
2,254,260千円と比較すると232,806千円(10.3％)の減になっています。
　歳入が減額となった主な要因は、繰越事業の災害復旧事業費の減に伴う国庫支出金が減額となったことや地方交付税の
減額によるもので、歳出が減額となった主な要因は、繰越事業（中山間地域所得向上事業、農林業災害復旧事業、公共災害
復旧事業）によるものです。

平成30年度一般会計の歳入歳出決算額

歳入の状況
（2,160百万円）
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平成30年度馬路村財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

平成30年度馬路村一般会計歳入歳出決算の認定について
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平成30年度馬路村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村介護サービス特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成30年度馬路村小水力発電特別会計歳入歳出決算の認定について

馬路村印鑑条例の一部を改正する条例について
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令和元年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について
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令和元年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第1号）について

工事請負契約の締結について（馬路村多目的施設建築工事）
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賛成＝6票、反対＝0票

９
月
定
例
会

編集・発行
馬路村議会

　

　令和元年9月定例会は、9月10日から13日までの4日間の会期で開催された。
　10日は行政報告など諸般の報告に続いて、馬路村選挙管理委員及び補充員
を選挙し、教育委員会委員の任命に同意。財政健全化判断比率及び資金不足
比率の報告1件、各議案の提案説明が行われた。11日は議案精査のため休会。
　12日は一般質問を4氏が行った後、議案等の審議、採決を行い、平成30年度
各会計決算の認定や令和元年度各会計補正予算など9議案を可決し、会期を1
日繰り上げて閉会した。
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●
馬
路
村
選
挙
管
理
委
員
及

　
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

▼
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

し
て
、
次
の
４
名
が
選
出
さ

れ
た
。

甫木　康徳
（64歳）馬路

やすのりひろふみひさこめぐみ
小松　寛史
（59歳）馬路

尾谷　久子
（52歳）馬路

内原　愛
（30歳）馬路

第158号

自主財源
696,614千円
（32.3%）

依存財源
1,463,118千円
（67.7%）

義務的経費
592,468千円
 (29.3%)

その他の経費
931,928千円
  （46.1%） 

投資的経費
497,058千円
  （24.6%） 



○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長

令和元年度馬路村一般会計
補正予算（第3号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可

決

結
果

木
下
英
年

皆
津
由
理

岩
城
勝
則

五
味
隆
仁

岡
田
元
生

山
中
　
隆

枦
山
民
夫

小
松
　
博

令和元年第6回　臨時会で議決された議案などの賛否一覧表

○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長

教育委員会委員の任命について（近藤さやか）

令和元年度馬路村一般会計補正予算（第5号）
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同
意
可
決

結
果

木
下
英
年

皆
津
由
理

岩
城
勝
則

五
味
隆
仁

岡
田
元
生

山
中
　
隆

枦
山
民
夫

小
松
　
博

令和元年第8回　臨時会で議決された議案などの賛否一覧表

投票総数7票、有効7票、無効0票
賛成　＝　7票、反対　＝　0票

同意議案
第1号
議案
第1号

議案
第1号

第
６
回
臨
時
会
（
8
月
26
日
）

　

第
８
回
臨
時
会
（
11
月
１
日
）

　

答
（
村
長
）

　
行
政
方
針
・
施
策
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
で
の
検
証
と
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
予
算
の
執
行
状
況
の
確
認

と
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
毎
週

の
課
長
会
で
の
情
報
共
有
を
通

じ
て
行
っ
て
い
る
。
特
に
「
馬

路
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
は
最
終
年
度
に

な
っ
て
お
り
数
値
目
標
（
Ｋ
Ｐ

Ｉ
）
を
設
定
し
て
い
る
の
で
、

検
証
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
課
長
会
で
の
検
証
は
9
月
末

に
行
う
。

　
村
職
員
は
経
験
が
少
な
い
若

い
職
員
が
増
え
、
変
革
時
期
に

あ
る
。
職
員
と
と
も
に
課
題
解

決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

ソ
フ
ト
事
業
の
中
で
若
干
遅
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
ス

ピ
ー
ド
感
が
足
り
な
い
こ
と
は

課
題
で
あ
る
。
村
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
る
の
で
、
村
政

発
展
の
た
め
に
職
員
を
叱
咤
激

励
し
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く

問
題
解
決
・
目
標
達
成
に
取
り

組
む
。
前
年
度
決
算
の
不
用
額

は
繰
越
事
業
が
多
額
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
分
析

し
て
い
る
。

答
（
村
長
）

　
事
業
主
体
で
あ
る
「
中
芸
の

ゆ
ず
と
森
林
鉄
道
日
本
遺
産
協

議
会
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
「
森
林

鉄
道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず
ロ
ー

ド
へ
│

ゆ
ず
が
香
り
彩
る
南
国
土

佐
・
中
芸
地
域
の
景
観
と
食
文

化
│

」
が
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
て
か
ら
３
年
目
を
迎
え
て
い

る
。
国
に
申
請
し
採
択
さ
れ
た

事
業
と
し
て
、
高
知
市
内
で
10

月
12
日
〜
13
日
に
「
日
本
遺
産

サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
、
そ
れ
に

併
せ
て
田
野
町
の
旧
魚
梁
瀬
森

林
鉄
道
遺
構
の
立
岡
二
号
桟
道

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が

計
画
さ
れ
た
。

　
単
独
で
は
、
日
本
遺
産
の
採

択
地
と
し
て
馬
路
村
を
訪
れ
た

時
に
、
最
初
の
集
落
で
あ
る
朝

日
出
地
区
に
ゆ
ず
を
感
じ
取
れ

る
景
観
を
作
ろ
う
と
、
遊
休
農

地
へ
の
農
作
業
道
の
開
設
や
、

ゆ
ず
の
段
畑
の
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
戦
略
会
議
」
を
中
心
に
、
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
、
具
体

的
な
事
業
の
推
進
を
図
り
、
日

本
遺
産
を
観
光
産
業
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
執
行
部
提
出
の
議
案
説
明
が

行
わ
れ
審
議
の
結
果
、原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
閉
会
し
た
。

　
執
行
部
提
出
の
議
案
説
明
が

行
わ
れ
審
議
の
結
果
、同
意
及
び

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
た
。

皆
津
由
理
　議
員

日
本
遺
産
、
ゆ
ず
ロ
ー
ド
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　中
芸
地
域
５
町
村
が
結
集

し
、平
成
２９
年
度
に
日
本
遺
産

の
認
定
を
得
て
か
ら
２
年
半
が

過
ぎ
た
。日
本
遺
産
の
認
定
は
、

本
村
に
と
って
地
域
活
性
化
への

大
き
な
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
さ

れ
て
お
り
、「
ゆ
ず
Ｆ
e
Ｓ
」等
、

村
内
で
の
イ
ベン
ト
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
ら
が
中
心
と
な
り
、

▼
同
補
充
員
に
は
、
髙
橋
弘

江
氏
、
久
保
可
奈
氏
、
伊
吹

卓
哉
氏
、
白
川
卓
氏
の
４
名

が
選
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
に
は
、
後
日
開
催
さ

れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
甫
木
康
徳
氏
が
就
任
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　
山
﨑
絵
美
氏
を
適
任
者
と

し
て
認
め
再
任
に
同
意
し

た
。

山﨑　絵美（44歳）馬路
任期:令和元年9月25日から
　　 4年間

一

般

質

問

こ
こ
が

　
聞
き
た
い

　
一
般
質
問
に
は
、4
氏
が
立

ち
、次
の
と
お
り
質
問
を
行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

山
中
隆
　議
員

観
光
に
つ
い
て

問
　
観
光
客
の
減
少
が
目
立
つ
。

村
は「
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
〜
自
然

＆
体
験
キ
ャ
ンペ
ー
ン
〜
」の
取
り

組
み
に
対
応
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
ま
た
、馬
路
村
郷
土
館
の
在

り
方
や
活
用
に
つ
い
て
、今
後
の

対
応
策
を
問
う
。

答 （
村
長
）

　
高
知
県
内
で
自
然
を
生
か
し

た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、

今
年
の
２
月
か
ら「
リ
ョ
ー
マ
の

休
日
〜
自
然
＆
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
〜
」と
し
て
県
外
や
外
国
の
観

光
客
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。本
村
で
は
、高

知
県
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
を

活
用
し
、魚
梁
瀬
ダ
ム
湖
畔
で
の

サ
ッ
プ
体
験
や
魚
梁
瀬
森
林
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
を
図
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も「
魚
梁
瀬
千
本
山

３
０
０
年
の
森
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」や

「
樹
齢
３
０
０
年
の
魚
梁
瀬
杉
を

使
用
し
た
曲
げ
わ
っ
ぱ
作
り
体

験
」な
ど
も
進
め
た
。今
後
も
村

の
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た

体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
に
よ
り
、観

光
の
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
本
村
の
歴
史
を
語
る
資
料
が

多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
郷
土
館

に
お
い
て
は
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
郷
土
館
の
復
活
を
見
据
え

て
、住
民
と
と
も
に
展
示
品
を
手

岩
城
勝
則
　議
員

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運

転
に
関
わ
る
支
援
に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
の
認
知
機
能
低
下

に
よ
る
安
全
確
認
上
で
の
交
通

事
故
が
注
視
さ
れ
、運
転
免
許

の
返
納
を
促
す
声
が
強
く
な
っ

て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
公
共
交

通
機
関
が
不
十
分
な
本
村
で
は

通
院
、買
い
物
等
で
支
障
を
来
た

し
、返
納
す
れ
ば
地
域
で
の
生
活

が
成
り
立
た
な
く
な
り
、高
齢

者
に
と
って
も
車
は
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。ま
た
、公

的
研
究
機
関
の
報
告
に
よ
れ
ば

「
運
転
を
中
止
し
た
高
齢
者
は
、

継
続
し
て
い
た
高
齢
者
に
比
べ
、

要
介
護
状
態
と
な
る
危
険
度
が

８
倍
に
上
昇
す
る
」と
の
見
解
が

あ
る
。車
の
運
転
は
高
齢
者
が

自
立
し
た
日
常
を
送
る
た
め
に

必
要
で
あ
る
が
、安
全
に
運
転
で

き
る
期
間
を
延
ば
す
こ
と
に
よ

り
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に

も
つ
な
が
って
い
く
の
で
は
な
い
か
。

よって
、高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

運
転
対
策
と
し
て
、自
動
ブ
レ
ー

キ
や
車
線
逸
脱
警
報
装
置
等
の

設
置
に
対
す
る
助
成
を
検
討
さ

れ
た
い
。

岡
田
元
生
　議
員

行
政
方
針
・
施
策
の
進
捗
と
検

証
に
つ
い
て

問
　
本
年
度
計
画
さ
れ
た
行
政

方
針
に
基
づ
く
施
策
及
び
予
算

計
上
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、６
項

目
の
基
本
施
策
や「
馬
路
村
ま

ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」の
４
基
本
項
目
の
数
値
目
標

及
び
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
な
ど
の
諸
行
事
に
つい
て
、目

標
や
目
的
達
成
の
た
め
の
取
り
組

み
と
進
捗
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

検
証
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　
平
成
３０
年
度
決
算
の
監
査
委

員
の
審
査
意
見
書
の
ま
と
め
で

は
、計
上
し
た
予
算
は
全
体
的
に

変
わ
ら
ず
多
額
の
不
用
額
を
発

生
さ
せ
て
お
り
、予
算
見
積
り
の

精
度
向
上
や
執
行
状
況
の
把
握

と
検
証
に
努
め
る
よ
う
指
摘
し
て

い
る
。経
費
の
節
約
で
あ
っ
た
り
、

計
画
さ
れ
た
も
の
が
人
事
異
動
に

よ
り
後
任
者
が
引
き
継
が
な
い
と

か
、担
当
者
の
単
な
る
怠
慢
な
の

入
れ
す
る
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
や
専
門
家
を
交
え
た
学
習
会

な
ど
を
行
って
い
る
。こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
、主
管
課
の
み
の
関
わ
り

に
と
ど
め
ず
、縦
割
り
か
ら
横
断

的
に
多
様
な
人
材
と
発
想
で
取

り
組
む
こ
と
を
支
援
し
て
い
く
。

そ
し
て
、文
化・観
光
施
設
と
し

て
の
利
活
用
や
宣
伝
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

か
分
か
ら
な
い
が
、管
理
職
が
先

頭
に
立
ち
し
っ
か
り
と
検
証
を
行

い
、着
実
な
取
組
で
目
標
や
目
的

を
達
成
し
て
、住
民
の
生
活
環
境

の
維
持・向
上
と
福
祉
の
増
進
に

あ
た
って
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、行
政
報
告
で
は
、林
業
の

振
興
の
た
め
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
営
業
分
析
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
の
支
援
を
受
け
て
お
り
、村
は

関
係
事
業
体
と
の
連
携
と
支
援

を
図
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。こ
れ

を
機
会
に
経
営
の
改
善
と
安
定

を
図
る
取
り
組
み
が
強
力
に
な
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
建
設
事
業
で
は
、多
目
的
施
設

の
建
築
や
魚
梁
瀬
公
営
住
宅
の
１

回
目
の
入
札
が
不
調
に
な
っ
て
お

り
、設
計
額
に
上
乗
せ
し
て
落
札

さ
せ
た
り
し
て
い
る
。委
託
し
た

設
計
業
者
に
問
題
が
あ
る
の
か
、

指
名
方
法
に
問
題
が
あ
る
の
か
理

解
で
き
な
い
。前
議
会
で
は
比
較

的
簡
単
な
災
害
復
旧
工
事
ま
で

設
計
を
委
託
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。適
切
な
設
計
と
入
札
及

び
そ
の
後
の
建
設
の
管
理
が
行
え

て
い
る
の
か
危
惧
さ
れ
る
。

好
機
を
逃
す
ま
い
と
の
頑
張
り

が
感
じ
ら
れ
る
。行
政
と
し
て

も
、後
押
し
を
す
る
べ
く
、次
の

展
開
を
見
据
え
た
積
極
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長
の
考
え
を
問
う
。

答 （
村
長
）

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事

故
を
抑
止
す
る
た
め
に
、さ
ま
ざ

ま
な
事
故
防
止
装
置
を
備
え
た

安
全
運
転
支
援
装
置
の
普
及
促

進
に
対
し
て
、自
治
体
か
ら
の
補

助
金
を
導
入
す
る
試
み
が
出
て

き
て
い
る
。本
村
と
し
て
は
、安

全
運
転
支
援
装
置
の
購
入
・
設

置
に
つ
い
て
は
、高
知
県
や
近
隣

町
村
の
動
向
に
注
視
し
、ま
ず
は

支
援
装
置
機
能
付
き
の
車
を
試

乗
体
験
す
る
機
会
を
つ
く
り
、住

民
の
意
向
も
調
査
し
た
上
で
対

応
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　
近
藤
さ
や
か
氏
を
適
任
者
と

し
て
認
め
任
命
に
同
意
し
た
。

近藤　さやか（39歳）魚梁瀬
任期：令和元年11月10日から
　　 4年間

海部郡・安芸郡議長連合会要望活動
11月８日、徳島県庁において、海部郡・安芸郡議長連合会（会長髙
畠武夫：海陽町議会議長）による四国８の字ネットワーク（自動車
道）の早期整備と国道55号線の安全かつ円滑な交通を確保する
道路整備の促進について、要望活動が行われた。要望活動では、
海部郡･安芸郡の議長が徳島県議会議員、高知県議会議員らと
ともに徳島県知事と徳島県議会議長に対して、今後も四国東南部
地域への高速道路や高規格道路等の早期整備の実現に向け、
関係省庁に対して積極的に働きかけるよう、要望書を提出した。
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○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長

令和元年度馬路村一般会計
補正予算（第3号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可

決

結
果

木
下
英
年

皆
津
由
理

岩
城
勝
則

五
味
隆
仁

岡
田
元
生

山
中
　
隆

枦
山
民
夫

小
松
　
博

令和元年第6回　臨時会で議決された議案などの賛否一覧表

○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長

教育委員会委員の任命について（近藤さやか）

令和元年度馬路村一般会計補正予算（第5号）
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同
意
可
決

結
果

木
下
英
年

皆
津
由
理

岩
城
勝
則

五
味
隆
仁

岡
田
元
生

山
中
　
隆

枦
山
民
夫

小
松
　
博

令和元年第8回　臨時会で議決された議案などの賛否一覧表

投票総数7票、有効7票、無効0票
賛成　＝　7票、反対　＝　0票

同意議案
第1号
議案
第1号

議案
第1号

第
６
回
臨
時
会
（
8
月
26
日
）

　

第
８
回
臨
時
会
（
11
月
１
日
）

　

答
（
村
長
）

　
行
政
方
針
・
施
策
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
で
の
検
証
と
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
予
算
の
執
行
状
況
の
確
認

と
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
毎
週

の
課
長
会
で
の
情
報
共
有
を
通

じ
て
行
っ
て
い
る
。
特
に
「
馬

路
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
は
最
終
年
度
に

な
っ
て
お
り
数
値
目
標
（
Ｋ
Ｐ

Ｉ
）
を
設
定
し
て
い
る
の
で
、

検
証
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
課
長
会
で
の
検
証
は
9
月
末

に
行
う
。

　
村
職
員
は
経
験
が
少
な
い
若

い
職
員
が
増
え
、
変
革
時
期
に

あ
る
。
職
員
と
と
も
に
課
題
解

決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

ソ
フ
ト
事
業
の
中
で
若
干
遅
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
ス

ピ
ー
ド
感
が
足
り
な
い
こ
と
は

課
題
で
あ
る
。
村
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
る
の
で
、
村
政

発
展
の
た
め
に
職
員
を
叱
咤
激

励
し
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く

問
題
解
決
・
目
標
達
成
に
取
り

組
む
。
前
年
度
決
算
の
不
用
額

は
繰
越
事
業
が
多
額
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
分
析

し
て
い
る
。

答
（
村
長
）

　
事
業
主
体
で
あ
る
「
中
芸
の

ゆ
ず
と
森
林
鉄
道
日
本
遺
産
協

議
会
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
「
森
林

鉄
道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず
ロ
ー

ド
へ
│

ゆ
ず
が
香
り
彩
る
南
国
土

佐
・
中
芸
地
域
の
景
観
と
食
文

化
│

」
が
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
て
か
ら
３
年
目
を
迎
え
て
い

る
。
国
に
申
請
し
採
択
さ
れ
た

事
業
と
し
て
、
高
知
市
内
で
10

月
12
日
〜
13
日
に
「
日
本
遺
産

サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
、
そ
れ
に

併
せ
て
田
野
町
の
旧
魚
梁
瀬
森

林
鉄
道
遺
構
の
立
岡
二
号
桟
道

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が

計
画
さ
れ
た
。

　
単
独
で
は
、
日
本
遺
産
の
採

択
地
と
し
て
馬
路
村
を
訪
れ
た

時
に
、
最
初
の
集
落
で
あ
る
朝

日
出
地
区
に
ゆ
ず
を
感
じ
取
れ

る
景
観
を
作
ろ
う
と
、
遊
休
農

地
へ
の
農
作
業
道
の
開
設
や
、

ゆ
ず
の
段
畑
の
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
戦
略
会
議
」
を
中
心
に
、
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
、
具
体

的
な
事
業
の
推
進
を
図
り
、
日

本
遺
産
を
観
光
産
業
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
執
行
部
提
出
の
議
案
説
明
が

行
わ
れ
審
議
の
結
果
、原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
閉
会
し
た
。

　
執
行
部
提
出
の
議
案
説
明
が

行
わ
れ
審
議
の
結
果
、同
意
及
び

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
た
。

皆
津
由
理
　議
員

日
本
遺
産
、
ゆ
ず
ロ
ー
ド
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　中
芸
地
域
５
町
村
が
結
集

し
、平
成
２９
年
度
に
日
本
遺
産

の
認
定
を
得
て
か
ら
２
年
半
が

過
ぎ
た
。日
本
遺
産
の
認
定
は
、

本
村
に
と
って
地
域
活
性
化
への

大
き
な
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
さ

れ
て
お
り
、「
ゆ
ず
Ｆ
e
Ｓ
」等
、

村
内
で
の
イ
ベン
ト
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
ら
が
中
心
と
な
り
、

▼
同
補
充
員
に
は
、
髙
橋
弘

江
氏
、
久
保
可
奈
氏
、
伊
吹

卓
哉
氏
、
白
川
卓
氏
の
４
名

が
選
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
に
は
、
後
日
開
催
さ

れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
甫
木
康
徳
氏
が
就
任
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　
山
﨑
絵
美
氏
を
適
任
者
と

し
て
認
め
再
任
に
同
意
し

た
。

山﨑　絵美（44歳）馬路
任期:令和元年9月25日から
　　 4年間

一

般

質

問

こ
こ
が

　
聞
き
た
い

　
一
般
質
問
に
は
、4
氏
が
立

ち
、次
の
と
お
り
質
問
を
行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

山
中
隆
　議
員

観
光
に
つ
い
て

問
　
観
光
客
の
減
少
が
目
立
つ
。

村
は「
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
〜
自
然

＆
体
験
キ
ャ
ンペ
ー
ン
〜
」の
取
り

組
み
に
対
応
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
ま
た
、馬
路
村
郷
土
館
の
在

り
方
や
活
用
に
つ
い
て
、今
後
の

対
応
策
を
問
う
。

答 （
村
長
）

　
高
知
県
内
で
自
然
を
生
か
し

た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、

今
年
の
２
月
か
ら「
リ
ョ
ー
マ
の

休
日
〜
自
然
＆
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
〜
」と
し
て
県
外
や
外
国
の
観

光
客
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。本
村
で
は
、高

知
県
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
を

活
用
し
、魚
梁
瀬
ダ
ム
湖
畔
で
の

サ
ッ
プ
体
験
や
魚
梁
瀬
森
林
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
を
図
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も「
魚
梁
瀬
千
本
山

３
０
０
年
の
森
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」や

「
樹
齢
３
０
０
年
の
魚
梁
瀬
杉
を

使
用
し
た
曲
げ
わ
っ
ぱ
作
り
体

験
」な
ど
も
進
め
た
。今
後
も
村

の
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た

体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
に
よ
り
、観

光
の
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
本
村
の
歴
史
を
語
る
資
料
が

多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
郷
土
館

に
お
い
て
は
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
郷
土
館
の
復
活
を
見
据
え

て
、住
民
と
と
も
に
展
示
品
を
手

岩
城
勝
則
　議
員

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運

転
に
関
わ
る
支
援
に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
の
認
知
機
能
低
下

に
よ
る
安
全
確
認
上
で
の
交
通

事
故
が
注
視
さ
れ
、運
転
免
許

の
返
納
を
促
す
声
が
強
く
な
っ

て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
公
共
交

通
機
関
が
不
十
分
な
本
村
で
は

通
院
、買
い
物
等
で
支
障
を
来
た

し
、返
納
す
れ
ば
地
域
で
の
生
活

が
成
り
立
た
な
く
な
り
、高
齢

者
に
と
って
も
車
は
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。ま
た
、公

的
研
究
機
関
の
報
告
に
よ
れ
ば

「
運
転
を
中
止
し
た
高
齢
者
は
、

継
続
し
て
い
た
高
齢
者
に
比
べ
、

要
介
護
状
態
と
な
る
危
険
度
が

８
倍
に
上
昇
す
る
」と
の
見
解
が

あ
る
。車
の
運
転
は
高
齢
者
が

自
立
し
た
日
常
を
送
る
た
め
に

必
要
で
あ
る
が
、安
全
に
運
転
で

き
る
期
間
を
延
ば
す
こ
と
に
よ

り
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に

も
つ
な
が
って
い
く
の
で
は
な
い
か
。

よって
、高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

運
転
対
策
と
し
て
、自
動
ブ
レ
ー

キ
や
車
線
逸
脱
警
報
装
置
等
の

設
置
に
対
す
る
助
成
を
検
討
さ

れ
た
い
。

岡
田
元
生
　議
員

行
政
方
針
・
施
策
の
進
捗
と
検

証
に
つ
い
て

問
　
本
年
度
計
画
さ
れ
た
行
政

方
針
に
基
づ
く
施
策
及
び
予
算

計
上
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、６
項

目
の
基
本
施
策
や「
馬
路
村
ま

ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」の
４
基
本
項
目
の
数
値
目
標

及
び
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
な
ど
の
諸
行
事
に
つい
て
、目

標
や
目
的
達
成
の
た
め
の
取
り
組

み
と
進
捗
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

検
証
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　
平
成
３０
年
度
決
算
の
監
査
委

員
の
審
査
意
見
書
の
ま
と
め
で

は
、計
上
し
た
予
算
は
全
体
的
に

変
わ
ら
ず
多
額
の
不
用
額
を
発

生
さ
せ
て
お
り
、予
算
見
積
り
の

精
度
向
上
や
執
行
状
況
の
把
握

と
検
証
に
努
め
る
よ
う
指
摘
し
て

い
る
。経
費
の
節
約
で
あ
っ
た
り
、

計
画
さ
れ
た
も
の
が
人
事
異
動
に

よ
り
後
任
者
が
引
き
継
が
な
い
と

か
、担
当
者
の
単
な
る
怠
慢
な
の

入
れ
す
る
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
や
専
門
家
を
交
え
た
学
習
会

な
ど
を
行
って
い
る
。こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
、主
管
課
の
み
の
関
わ
り

に
と
ど
め
ず
、縦
割
り
か
ら
横
断

的
に
多
様
な
人
材
と
発
想
で
取

り
組
む
こ
と
を
支
援
し
て
い
く
。

そ
し
て
、文
化・観
光
施
設
と
し

て
の
利
活
用
や
宣
伝
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

か
分
か
ら
な
い
が
、管
理
職
が
先

頭
に
立
ち
し
っ
か
り
と
検
証
を
行

い
、着
実
な
取
組
で
目
標
や
目
的

を
達
成
し
て
、住
民
の
生
活
環
境

の
維
持・向
上
と
福
祉
の
増
進
に

あ
た
って
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、行
政
報
告
で
は
、林
業
の

振
興
の
た
め
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
営
業
分
析
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
の
支
援
を
受
け
て
お
り
、村
は

関
係
事
業
体
と
の
連
携
と
支
援

を
図
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。こ
れ

を
機
会
に
経
営
の
改
善
と
安
定

を
図
る
取
り
組
み
が
強
力
に
な
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
建
設
事
業
で
は
、多
目
的
施
設

の
建
築
や
魚
梁
瀬
公
営
住
宅
の
１

回
目
の
入
札
が
不
調
に
な
っ
て
お

り
、設
計
額
に
上
乗
せ
し
て
落
札

さ
せ
た
り
し
て
い
る
。委
託
し
た

設
計
業
者
に
問
題
が
あ
る
の
か
、

指
名
方
法
に
問
題
が
あ
る
の
か
理

解
で
き
な
い
。前
議
会
で
は
比
較

的
簡
単
な
災
害
復
旧
工
事
ま
で

設
計
を
委
託
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。適
切
な
設
計
と
入
札
及

び
そ
の
後
の
建
設
の
管
理
が
行
え

て
い
る
の
か
危
惧
さ
れ
る
。

好
機
を
逃
す
ま
い
と
の
頑
張
り

が
感
じ
ら
れ
る
。行
政
と
し
て

も
、後
押
し
を
す
る
べ
く
、次
の

展
開
を
見
据
え
た
積
極
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長
の
考
え
を
問
う
。

答 （
村
長
）

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事

故
を
抑
止
す
る
た
め
に
、さ
ま
ざ

ま
な
事
故
防
止
装
置
を
備
え
た

安
全
運
転
支
援
装
置
の
普
及
促

進
に
対
し
て
、自
治
体
か
ら
の
補

助
金
を
導
入
す
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出
て

き
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い
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。本
村
と
し
て
は
、安

全
運
転
支
援
装
置
の
購
入
・
設

置
に
つ
い
て
は
、高
知
県
や
近
隣

町
村
の
動
向
に
注
視
し
、ま
ず
は

支
援
装
置
機
能
付
き
の
車
を
試

乗
体
験
す
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つ
く
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意
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も
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査
し
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対

応
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検
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会
委
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　　 4年間

海部郡・安芸郡議長連合会要望活動
11月８日、徳島県庁において、海部郡・安芸郡議長連合会（会長髙
畠武夫：海陽町議会議長）による四国８の字ネットワーク（自動車
道）の早期整備と国道55号線の安全かつ円滑な交通を確保する
道路整備の促進について、要望活動が行われた。要望活動では、
海部郡･安芸郡の議長が徳島県議会議員、高知県議会議員らと
ともに徳島県知事と徳島県議会議長に対して、今後も四国東南部
地域への高速道路や高規格道路等の早期整備の実現に向け、
関係省庁に対して積極的に働きかけるよう、要望書を提出した。
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おらが村の学校便りおらが村の学校便り 6262
　10月30日、恒例行事になっています馬路小中学校と魚梁瀬小中学校の「合
同学習会」が、今年度は、馬路小中学校を会場にして行われました。写真や児
童･生徒の作文等で、楽しく学び合った様子をお伝えします。

小
学
校
で
は…

　
開
会
行
事
の
後
、２
時
間
目

か
ら
は
小
学
校
と
中
学
校
に
分

か
れ
て「
合
同
学
習
会
」を
し
ま

し
た
。

　
４
時
間
目
の
２
年
生
も
図
工
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
を
作
り
ま
し

た
。

　
４
時
間
目
の
３･

４
年
生
は
、

外
国
語
で
し
た
。英
語
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
４
時
間
目
の
５･

６
年
生
も

外
国
語
で
し
た
。や
っ
た
の
は

「
フ
ー 

ア
ム
　
ア
イ（
私
は
誰
で

し
ょ
う
？
）ク
イ
ズ
」。英
語
で

自
分
の
友
だ
ち
の
こ
と
を
紹
介

し
、そ
れ
が
誰
な
の
か
を
当
て

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
３
時
間
目
の
１
年
生
は
、図
工

「
ね
ん
土
で
ご
ち
そ
う
パ
ー

テ
ィ
ー
を
ひ
ら
こ
う
」で
し
た
。

　
２
時
間
目
は
、２
つ
の
学
校
の

児
童
が
仲
良
く
な
る
た
め
の「
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」で
し
た
。

「王様に勝ったぁ！」

　
私
た
ち
が
用
意
し
た「
手
た

た
き
自
己
紹
介
」や「
じ
ん
と
り

ジ
ャ
ン
ケ
ン
」「
じ
ゃ
ん
け
ん
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
」で
、み
ん
な
が
楽
し
そ
う

に
し
て
い
る
の
を
見
て
、す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

中
学
校
で
は…

　
２
時
間
目
は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
。１
つ
目
は
、馬
路
中
の
生
徒

が
考
え
た
、「
こ
こ
は
ど
こ
？ 

私
は
誰
？
馬
路
中
学
校
探
検

ツ
ア
ー
」。写
真
を
写
し
た
場

所
を
探
し
て
校
内
探
検
を
し

ま
し
た
。

　
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
２
つ
目
は
、

魚
梁
瀬
中
の
考
え
た「
お
絵
か
き

リ
レ
ー
」。出
さ
れ
た
お
題
を
絵

に
描
い
て
名
前
を
当
て
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、濵
渦
先
生
を
紹
介

し
ま
し
た
。ち
ょっ
と
ド
キ
ド
キ

し
た
け
ど
、う
ま
く
で
き
た
の

で
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
英
語
で
紹
介
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
け
ど
、お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。

学校に集まって

の合同学習会

今年は馬路小中

馬路と魚梁瀬

博士もピエロも全員集合！

午
後
は
小
中
い
っ
し
ょ
に…

　サ
ー
カ
ス 

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

令
和
元
年
度 
安
芸
地
区

　中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
地
球
温
暖
化

に
つい
て
、今
自
分

が
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
行
動
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
環
境
、

地
球
温
暖
化
つ
い
て
、詳
し
く
、そ

し
て
興
味
を
引
き
つ
け
る
も
の
と

な
っ
て
い
て
、全
校
で
楽
し
め
た
と

思
い
ま
す
。理
科
で
習
っ
た
こ
と
の

応
用
な
ど
と
関
連
づ
け
て
、自
分
自

身
と
し
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
ピ
エ
ロ
と
博
士
の

ボ
ケ
と
ツ
ッコ
ミ
が
抜

群
で
し
た
。

　
10
月
５
日
、芸
西
村
憩
ヶ
丘
陸
上

競
技
場
で
、安
芸
地
区
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、馬
路
中
学
校
か

ら
は
11
名
が
、魚
梁
瀬
中
学
校
か

ら
は
１
名
が
、合
わ
せ
て
19
種
目
に

出
場
し
、４
種
目
で
６
位
ま
で
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、馬
路
中
学
校
の
２
名

が
、100
ｍ
走
な
ど
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技

で
、ま
た
、魚
梁
瀬
中
学
校
の
１
名

が
、走
り
高
跳
び
で
、朝
か
ら
ず
っ
と

競
技
の
補
助
員
と
し
て
活
躍
し
、閉

会
式
で
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

左：魚梁瀬中の参加者
下：馬路中の参加者
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３･

４
時
間
目
は
、

全
校
で
美
術
の
時
間
。

　
４
月
か
ら
馬
路
村

の「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」と
し
て
活
動
し
て

い
る
上
村
菜
々
子
さ
ん

を
迎
え
て
、「
遠
近

法
」に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、馬
路
の
５･

６
年
生

に
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。そ
れ

は
、ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
お
か
げ
で

き
ん
ち
ょ
う
も
ほ
ぐ
れ
た
し
、楽

し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
図
工
の
時
間
、ね
ん
土
で
ご
ち

そ
う
を
作
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

ト
マ
ト
と
ク
ッ
キ
ー
と
ア
イ
ス
と

だ
ん
ご
を
作
り
ま
し
た
。

　
ハロ
ウ
ィ
ン
の
か
そ
う
を
作
って

シ
ー
ル
を
も
ら
い
ま
し
た
。　フルーツバスケットで、「オール」と言

われた時は、ドキドキしました。

　
私
は
、か
の
こ
ち
ゃ
ん
の
こ
と

を
ク
イ
ズ
に
し
て
紹
介
し
ま
し

た
。み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
え
て

良
か
っ
た
で
す
。

　
遠
近
法
を

使
っ
た
ら
、形

が
整
う
ね
。

　
サ
ー
カ
ス

の
人
が
と
て

も
お
も
し
ろ

く
て
、１
時

間
半
が
一
瞬

の
よ
う
に
思

え
る
ひ
と
と

き
で
し
た
。
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★
魚
梁
瀬
地
区
村
民
運
動
会

　
「
全
日
本
選
抜
チ
ー
ム
」
は
、
村
外
か

ら
の
お
客
様
だ
け
で
村
民
運
動
会
に
参
戦

す
る
と
い
う
、
約
十
年
前
に
始
ま
っ
た
斬

新
か
つ
大
胆
な
取
り
組
み
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
「
全
日
本
選
抜
チ
ー
ム
」
を
、

魚
梁
瀬
ふ
る
さ
と
応
援
隊
で
担
当
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
募
集
は
、
数
県
の
特
別
村
民
や

魚
梁
瀬
訪
問
者
へ
の
D
M
と
、
S
N
S
等

の
w
e
b
に
よ
る
発
信
を
中
心
に
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
25
人
の
方
が
来
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
「
昔
、
魚

梁
瀬
に
住
ん
で
い
た
」
と
い
う
方
が
数
人

い
ら
し
て
、
集
落
内
を
懐
か
し
く
散
策
さ

れ
た
り
、
住
民
と
の
再
会
を
楽
し
ま
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
参
加

者
が
友
人
を
連
れ
て
今
年
も
参
加
さ
れ
た

り
、
今
年
の
参
加
者
が
来
年
も
来
た
い
と

言
わ
れ
た
り
と
、
新
し
い
関
係
人
口
を
増

や
す
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

★
自
然
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム

　
私
個
人
の
最
近

の
活
動
と
し
て

は
、
「
ダ
ム
湖

S
U
P
」
や
ピ
ザ

焼
き
体
験
、
山
の

案
内
人
の
見
習
い

な
ど
、
魚
梁
瀬
の

自
然
体
験
型
観
光

の
展
開
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
龍

馬
パ
ス
ポ
ー
ト
に

も
参
加
し
て
広
報
を
広
げ

ま
し
た
。
今
夏
は
休
日
の

悪
天
候
に
よ
る
中
止
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
予
約
を
い
た
だ
け
た

こ
と
や
体
験
さ
れ
た
方
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と

を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
秋
冬
の
ダ
ム
湖
S
U
P
は
、
ほ

か
に
は
な
い
景
色
を
体
験
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

★
最
後
に

　
魚
梁
瀬
地
区
の
隊
員
も
４
人
（
さ
ら
に

１
人
）
に
増
え
ま
し
た
。
広
報
に
は
、
交

代
で
個
人
の
活
動
報
告
を
書
い
て
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
く
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
の
で
、
今
回
は
全
体
の
報
告
も
含
め

て
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

・
日
浦
隊
員
は
、
中
芸
地
区
で
開
催
中
の

「
ゆ
ず
F
e
S
」
の
中
心
ス
タ
ッ
フ
と
な

り
、
今
回
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も

担
当
し
ま
し
た
。

・
原
田
隊
員
は
、
高
知
市
内
の
ア
グ
リ
コ

レ
ッ
ト
等
で
木
工
作
品
の
出
品
を
始
め
ま

し
た
。

・
竹
内
隊
員
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
秋
の
連
休
も
ず
っ
と
活
動
し
て

い
ま
し
た
。
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先
日
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
首
里

城
が
ご
う
ご
う
と
燃
え
る
映
像
に

胸
が
痛
ん
だ
。
「
全
焼
」
の
二
文

字
に
愕
然
と
し
た
。
今
年
の
5
月

に
台
湾
の
宜
蘭
を
訪
れ
た
際
に
材

木
商
の
男
性
に
出
会
い
、
首
里
城

に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
台
湾
檜

で
、
彫
刻
装
飾
は
彼
を
含
む
台
湾

人
職
人
が
担
っ
た
と
い
う
意
外
な

話
を
聞
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
戦
前
の
台
湾
で
の
日
本
主
導
の

林
業
は
大
規
模
で
、
未
開
拓
の
密

林
を
切
り
開
き
鉄
道
を
敷
い
て
樹

齢
千
年
級
の
大
木
は
海
を
わ
た
り
、

日
本
へ
軍
用
材
と
し
て
運
ば
れ
て

い
っ
た
。
材
木
の
価
値
は
、
戦
争

で
燃
え
た
。
そ
し
て
戦
後
、
伐
採

禁
止
に
な
る
ま
で
に
切
り
倒
さ
れ

た
台
湾
檜
は
沖
縄
へ
わ
た
り
今
度

は
文
化
財
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
。
日
本
統
治
時

代
に
、
林
業
と
と
も
に
流
れ
込
ん

だ
日
本
の
木
材
加
工
技
術
は
台
湾

人
職
人
に
受
け
継
が
れ
、
二
千
年

生
き
た
台
湾
檜
が
今
後
何
千
年
と

首
里
城
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め

に
加
工
さ
れ
た
。
復
元
さ
れ
た
首

里
城
は
沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ

た
。
建
築
は
建
て
た
後
も
町
と
人

と
と
も
に
同
じ
時
間
を
過
ご
し
生

き
て
い
く
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
建

築
の
何
百
年
も
前
に
、
木
材
は
山

に
命
を
宿
し
雨
風
を
耐
え
成
長
し

美
し
い
姿
を
育
ん
で
き
た
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
木
材
の

価
値
は
あ
る
。

隊
員

　永
田

　奏

隊
員

　西
尾

　明
子

新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
紹
介

隊
員

　福
岡

　直
也

ふ
く
お
か
　
　な
お
や

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊

　
魚
梁
瀬
杉
も
同
じ
だ
。
天
然
の

魚
梁
瀬
杉
を
見
て
い
る
と
た
め
息

が
出
る
ほ
ど
美
し
い
な
と
思
う
と

き
が
あ
る
。
こ
の
木
目
は
、
昨
日

ぽ
っ
と
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。

何
百
年
も
こ
の
土
地
で
生
き
た
木
。

こ
の
山
と
土
が
、
し
っ
と
り
と
深

い
色
味
や
思
い
切
り
吸
い
込
ん
で

も
む
せ
こ
ま
な
い
香
り
、
そ
し
て

目
に
美
し
い
木
目
を
育
ん
で
き
た
。

魚
梁
瀬
杉
に
は
そ
ん
な
価
値
が
あ

る
。
木
の
価
値
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
木
工
を
職
業
に

選
ん
で
か
ら
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
協
力
隊
と
し
て
馬
路
村
に
き

て
天
然
の
魚
梁
瀬
杉
に
出
会
い
そ

れ
を
加
工
さ
せ
て
も
ら
え
る
私
は

幸
せ
だ
し
、
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
以
上
魚
梁
瀬
杉
の
価
値
を
伝

え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
一
度
燃
え
た
台

湾
檜
は
、
首
里
城

は
、
戻
ら
な
い
。

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ

り
人
々
は
そ
の
時

で
き
る
ベ
ス
ト
の

形
で
首
里
城
を
再

建
す
る
だ
ろ
う
。

私
は
私
で
、
ひ
と

つ
の
想
い
を
も
っ

て
魚
梁
瀬
杉
が
た

だ
の
「
木
」
で
終

わ
ら
な
い
作
品
を

作
っ
て
い
け
る
人

に
な
り
た
い
。

　

魚
梁
瀬
杉
の
価
値
―
首
里
城
の

炎
上
に
木
材
へ
の
思
い
を
重
ね
る

▲衣類やミシンなどの生活民具のお手入れの様子

　
今
年
４
月
、
馬
路
村
に
移
住
し
た
ば
か

り
の
私
は
家
で
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、

あ
て
ど
な
く
村
内
を
散
策
す
る
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
か
ら
馬
路
村
郷
土
館
は
気
に
な

る
存
在
で
、
何
が
あ
る
だ
ろ
う
と
ガ
ラ
ス

越
し
に
中
を
の
ぞ
く
と
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
ら
し
き
剥
製
の
目
が
光
っ
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
不
気
味
だ
な
と
感
じ
な
が

ら
も
、
興
味
が
あ
っ
た
の
で
中
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
ら
、
馬
路
村
の
民
族
文
化
財
約

２
９
０
０
点
が
展
示
さ
れ
た
ま
ま
眠
っ
て

い
ま
し
た
。

　
林
業
が
盛
ん
な
頃
の
森
林
鉄
道
の
記
録

や
、
巨
大
な
天
然
魚
梁
瀬
杉
を
伐
採
す
る

の
に
使
用
し
て
い
た
見
た
こ
と
も
な
い
大

き
さ
の
鋸
な
ど
、
観
光
資
源
と
し
て
も
十

分
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
に
も
っ
た
い

な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
代
の
馬
路
村
で
の
文
化
や
産

業
、
今
ま
さ
に
村
で
生
き
て
い
る
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
村
民
た
ち
の
芸
術
的
な
取
り

組
み
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
も
適
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
同
じ
く
協

力
隊
の
永
田
奏
さ
ん
と
復
活
で
き
な
い
か

と
試
行
錯
誤
。
７
月
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

と
無
料
開
館
を
き
っ
か
け
に
、
9
月
か
ら

毎
月
恒
例
と
し
て
お
手
入
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
物
を
移
動
さ
せ
、
拭
き
掃
除
や
掃

き
掃
除
を
し
て
元
に
戻
す
だ
け
で
す
が
、

実
際
に
触
っ
て
み
る
と
使
い
方
が
気
に
な

っ
た
り
し
て
楽
し
み
な
が
ら
お
手
入
れ
が

で
き
ま
す
。
予
想
以
上
に
綺
麗
に
な
る
の

で
参
加
し
て
く
れ
た
方
々
も
手
ご
た
え
を

感
じ
て
く
れ
て
い
て
、
郷
土
館
の
復
活
は

私
一
人
の
夢
で
は
な
い
な
と
思
え
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
資
料
の
保
存
・
保
管
・
調

査
な
ど
課
題
は
山
積
み
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、
村
の
未
来
が
ま
た

新
た
な
歴
史
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
村
民

の
み
な
さ
ん
と
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
け

た
ら
素
敵
で
す
。
ゆ
ず
の
収
穫
が
ひ
と
段

落
し
た
ら
の
ぞ
き
に
き
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

隊
員

　上
村

　菜
々
子

　
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
魚
梁
瀬
地
区
に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た
福
岡
直
也
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
一
昨
年
の

馬
路
村
・
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
を
き
っ
か
け

に
、
初
め
て
四
国
に
足
を
踏
み
入
れ
馬
路
村
に
来
ま
し
た
。
村
の

印
象
と
し
て
は
、
や
さ
し
く
陽
気
で
酒
飲
み
が
多
く
、
な
ん
か
肌

に
合
う
な
あ
と
…
…
食
べ
物
は
、
川
、
山
、
自
然
の
恵
み
が
豊
か

で
実
に
お
い
し
い
。

　
い
つ
か
は
馬
路
村
で
小
さ
な
お
店
を
や
り
な
が
ら
暮
ら
し
た
い

な
あ
と
、
気
が
つ
く
と
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
杉
の
家
の
募
集
を
見
つ
け
、
「
こ
れ
は
！
」

と
す
ぐ
に
手
を
挙
げ
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

　
お
店
で
は
柚
子
を
使
っ
た
タ
イ
料
理
や
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
を
出

し
た
い
で
す
（
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
）
。

　
ぜ
ひ
、
杉
の
家
へ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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★
魚
梁
瀬
地
区
村
民
運
動
会

　
「
全
日
本
選
抜
チ
ー
ム
」
は
、
村
外
か

ら
の
お
客
様
だ
け
で
村
民
運
動
会
に
参
戦

す
る
と
い
う
、
約
十
年
前
に
始
ま
っ
た
斬

新
か
つ
大
胆
な
取
り
組
み
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
「
全
日
本
選
抜
チ
ー
ム
」
を
、

魚
梁
瀬
ふ
る
さ
と
応
援
隊
で
担
当
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
募
集
は
、
数
県
の
特
別
村
民
や

魚
梁
瀬
訪
問
者
へ
の
D
M
と
、
S
N
S
等

の
w
e
b
に
よ
る
発
信
を
中
心
に
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
25
人
の
方
が
来
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
「
昔
、
魚

梁
瀬
に
住
ん
で
い
た
」
と
い
う
方
が
数
人

い
ら
し
て
、
集
落
内
を
懐
か
し
く
散
策
さ

れ
た
り
、
住
民
と
の
再
会
を
楽
し
ま
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
参
加

者
が
友
人
を
連
れ
て
今
年
も
参
加
さ
れ
た

り
、
今
年
の
参
加
者
が
来
年
も
来
た
い
と

言
わ
れ
た
り
と
、
新
し
い
関
係
人
口
を
増

や
す
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

★
自
然
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム

　
私
個
人
の
最
近

の
活
動
と
し
て

は
、
「
ダ
ム
湖

S
U
P
」
や
ピ
ザ

焼
き
体
験
、
山
の

案
内
人
の
見
習
い

な
ど
、
魚
梁
瀬
の

自
然
体
験
型
観
光

の
展
開
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
龍

馬
パ
ス
ポ
ー
ト
に

も
参
加
し
て
広
報
を
広
げ

ま
し
た
。
今
夏
は
休
日
の

悪
天
候
に
よ
る
中
止
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
予
約
を
い
た
だ
け
た

こ
と
や
体
験
さ
れ
た
方
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と

を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
秋
冬
の
ダ
ム
湖
S
U
P
は
、
ほ

か
に
は
な
い
景
色
を
体
験
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

★
最
後
に

　
魚
梁
瀬
地
区
の
隊
員
も
４
人
（
さ
ら
に

１
人
）
に
増
え
ま
し
た
。
広
報
に
は
、
交

代
で
個
人
の
活
動
報
告
を
書
い
て
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
く
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
の
で
、
今
回
は
全
体
の
報
告
も
含
め

て
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

・
日
浦
隊
員
は
、
中
芸
地
区
で
開
催
中
の

「
ゆ
ず
F
e
S
」
の
中
心
ス
タ
ッ
フ
と
な

り
、
今
回
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も

担
当
し
ま
し
た
。

・
原
田
隊
員
は
、
高
知
市
内
の
ア
グ
リ
コ

レ
ッ
ト
等
で
木
工
作
品
の
出
品
を
始
め
ま

し
た
。

・
竹
内
隊
員
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
秋
の
連
休
も
ず
っ
と
活
動
し
て

い
ま
し
た
。
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先
日
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
首
里

城
が
ご
う
ご
う
と
燃
え
る
映
像
に

胸
が
痛
ん
だ
。
「
全
焼
」
の
二
文

字
に
愕
然
と
し
た
。
今
年
の
5
月

に
台
湾
の
宜
蘭
を
訪
れ
た
際
に
材

木
商
の
男
性
に
出
会
い
、
首
里
城

に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
台
湾
檜

で
、
彫
刻
装
飾
は
彼
を
含
む
台
湾

人
職
人
が
担
っ
た
と
い
う
意
外
な

話
を
聞
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
戦
前
の
台
湾
で
の
日
本
主
導
の

林
業
は
大
規
模
で
、
未
開
拓
の
密

林
を
切
り
開
き
鉄
道
を
敷
い
て
樹

齢
千
年
級
の
大
木
は
海
を
わ
た
り
、

日
本
へ
軍
用
材
と
し
て
運
ば
れ
て

い
っ
た
。
材
木
の
価
値
は
、
戦
争

で
燃
え
た
。
そ
し
て
戦
後
、
伐
採

禁
止
に
な
る
ま
で
に
切
り
倒
さ
れ

た
台
湾
檜
は
沖
縄
へ
わ
た
り
今
度

は
文
化
財
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
。
日
本
統
治
時

代
に
、
林
業
と
と
も
に
流
れ
込
ん

だ
日
本
の
木
材
加
工
技
術
は
台
湾

人
職
人
に
受
け
継
が
れ
、
二
千
年

生
き
た
台
湾
檜
が
今
後
何
千
年
と

首
里
城
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め

に
加
工
さ
れ
た
。
復
元
さ
れ
た
首

里
城
は
沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ

た
。
建
築
は
建
て
た
後
も
町
と
人

と
と
も
に
同
じ
時
間
を
過
ご
し
生

き
て
い
く
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
建

築
の
何
百
年
も
前
に
、
木
材
は
山

に
命
を
宿
し
雨
風
を
耐
え
成
長
し

美
し
い
姿
を
育
ん
で
き
た
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
木
材
の

価
値
は
あ
る
。

隊
員

　永
田

　奏

隊
員

　西
尾

　明
子

新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
紹
介

隊
員

　福
岡

　直
也

ふ
く
お
か
　
　な
お
や

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊

　
魚
梁
瀬
杉
も
同
じ
だ
。
天
然
の

魚
梁
瀬
杉
を
見
て
い
る
と
た
め
息

が
出
る
ほ
ど
美
し
い
な
と
思
う
と

き
が
あ
る
。
こ
の
木
目
は
、
昨
日

ぽ
っ
と
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。

何
百
年
も
こ
の
土
地
で
生
き
た
木
。

こ
の
山
と
土
が
、
し
っ
と
り
と
深

い
色
味
や
思
い
切
り
吸
い
込
ん
で

も
む
せ
こ
ま
な
い
香
り
、
そ
し
て

目
に
美
し
い
木
目
を
育
ん
で
き
た
。

魚
梁
瀬
杉
に
は
そ
ん
な
価
値
が
あ

る
。
木
の
価
値
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
木
工
を
職
業
に

選
ん
で
か
ら
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
協
力
隊
と
し
て
馬
路
村
に
き

て
天
然
の
魚
梁
瀬
杉
に
出
会
い
そ

れ
を
加
工
さ
せ
て
も
ら
え
る
私
は

幸
せ
だ
し
、
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
以
上
魚
梁
瀬
杉
の
価
値
を
伝

え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
一
度
燃
え
た
台

湾
檜
は
、
首
里
城

は
、
戻
ら
な
い
。

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ

り
人
々
は
そ
の
時

で
き
る
ベ
ス
ト
の

形
で
首
里
城
を
再

建
す
る
だ
ろ
う
。

私
は
私
で
、
ひ
と

つ
の
想
い
を
も
っ

て
魚
梁
瀬
杉
が
た

だ
の
「
木
」
で
終

わ
ら
な
い
作
品
を

作
っ
て
い
け
る
人

に
な
り
た
い
。

　

魚
梁
瀬
杉
の
価
値
―
首
里
城
の

炎
上
に
木
材
へ
の
思
い
を
重
ね
る

▲衣類やミシンなどの生活民具のお手入れの様子

　
今
年
４
月
、
馬
路
村
に
移
住
し
た
ば
か

り
の
私
は
家
で
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、

あ
て
ど
な
く
村
内
を
散
策
す
る
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
か
ら
馬
路
村
郷
土
館
は
気
に
な

る
存
在
で
、
何
が
あ
る
だ
ろ
う
と
ガ
ラ
ス

越
し
に
中
を
の
ぞ
く
と
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
ら
し
き
剥
製
の
目
が
光
っ
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
不
気
味
だ
な
と
感
じ
な
が

ら
も
、
興
味
が
あ
っ
た
の
で
中
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
ら
、
馬
路
村
の
民
族
文
化
財
約

２
９
０
０
点
が
展
示
さ
れ
た
ま
ま
眠
っ
て

い
ま
し
た
。

　
林
業
が
盛
ん
な
頃
の
森
林
鉄
道
の
記
録

や
、
巨
大
な
天
然
魚
梁
瀬
杉
を
伐
採
す
る

の
に
使
用
し
て
い
た
見
た
こ
と
も
な
い
大

き
さ
の
鋸
な
ど
、
観
光
資
源
と
し
て
も
十

分
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
に
も
っ
た
い

な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
代
の
馬
路
村
で
の
文
化
や
産

業
、
今
ま
さ
に
村
で
生
き
て
い
る
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
村
民
た
ち
の
芸
術
的
な
取
り

組
み
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
も
適
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
同
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く
協

力
隊
の
永
田
奏
さ
ん
と
復
活
で
き
な
い
か

と
試
行
錯
誤
。
７
月
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

と
無
料
開
館
を
き
っ
か
け
に
、
9
月
か
ら

毎
月
恒
例
と
し
て
お
手
入
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
物
を
移
動
さ
せ
、
拭
き
掃
除
や
掃

き
掃
除
を
し
て
元
に
戻
す
だ
け
で
す
が
、

実
際
に
触
っ
て
み
る
と
使
い
方
が
気
に
な

っ
た
り
し
て
楽
し
み
な
が
ら
お
手
入
れ
が

で
き
ま
す
。
予
想
以
上
に
綺
麗
に
な
る
の

で
参
加
し
て
く
れ
た
方
々
も
手
ご
た
え
を

感
じ
て
く
れ
て
い
て
、
郷
土
館
の
復
活
は

私
一
人
の
夢
で
は
な
い
な
と
思
え
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
資
料
の
保
存
・
保
管
・
調

査
な
ど
課
題
は
山
積
み
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、
村
の
未
来
が
ま
た

新
た
な
歴
史
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
村
民

の
み
な
さ
ん
と
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
け

た
ら
素
敵
で
す
。
ゆ
ず
の
収
穫
が
ひ
と
段

落
し
た
ら
の
ぞ
き
に
き
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

隊
員

　上
村

　菜
々
子

　
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
魚
梁
瀬
地
区
に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た
福
岡
直
也
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
一
昨
年
の

馬
路
村
・
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
を
き
っ
か
け

に
、
初
め
て
四
国
に
足
を
踏
み
入
れ
馬
路
村
に
来
ま
し
た
。
村
の

印
象
と
し
て
は
、
や
さ
し
く
陽
気
で
酒
飲
み
が
多
く
、
な
ん
か
肌

に
合
う
な
あ
と
…
…
食
べ
物
は
、
川
、
山
、
自
然
の
恵
み
が
豊
か

で
実
に
お
い
し
い
。

　
い
つ
か
は
馬
路
村
で
小
さ
な
お
店
を
や
り
な
が
ら
暮
ら
し
た
い

な
あ
と
、
気
が
つ
く
と
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
杉
の
家
の
募
集
を
見
つ
け
、
「
こ
れ
は
！
」

と
す
ぐ
に
手
を
挙
げ
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

　
お
店
で
は
柚
子
を
使
っ
た
タ
イ
料
理
や
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
を
出

し
た
い
で
す
（
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
）
。

　
ぜ
ひ
、
杉
の
家
へ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

馬路保育所10 月・11 月の楽しい
経験です

おいもほり

みんなで一緒に
　　サソリのポーズ！！
　ばっちり決まったね♡

掘ったお芋は
おやつの芋天と
スイートポテトに
大変身！
美味しい！
最高！！
     11/5

誰のお孫さん
でしょうか？

ハロウィンパレード
いっぱいある～！

こどもあーと
くらぶ

上村ななこ先生

お菓子くれないと
いたずらするぞ～
馬路村を歩いたよ♪

　お菓子いっぱい
　　ありがとう！
　　　　　10/30

アフガンダンスを
　　　　　踊ったよ♪
　　　　　　11 /7

キラキラと笑顔かがやくうまじっ子！

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.28・29～

問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（中芸広域体育館内）　Tel.0887-30-1865
Mail：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

日本遺産認定
公式第 51 号

ゆず畑 （北川村） 材木流し絵馬（奈半利町）八幡跨線橋 （田野町）

1 日限定ゆずFeS ハロウィン号に乗車！
　第 5 回ゆず FeS のオープニングイベントとなった、「1 日限定『ゆず
FeS ハロウィン号』に乗車♪」が、ごめん奈半利線とコラボをして、10
月 26 日 ( 土 ) に開催されました。この日限定で、安芸～奈半利間を往復
する『ゆず FeS ハロウィン号』に、参加者全員が乗り込みました。参加者
はハリーポッターの衣装など、思い思いのコスプレをして、停車する各
駅のホームにいる子どもたちへ参加者がお菓子を配ります。そのお菓子
を受け取る子どもたちの笑顔が参加者への特典という粋なプログラム
となっています。停車をした各駅でお子さんがご家族と一緒に待ってい
て、お菓子のセットや、ハロウィン用にデコレーション
された電車を見て、はしゃいでいました。
　お菓子を配り終えた後は、田野駅で停車して、ビンゴ
ゲーム大会や、DJ による音楽に合わせて踊りました。
ビンゴゲームでは、中芸地域の食材や製品など豪華な
景品で盛り上がり、本プログラム用にアレンジされた
音楽で、参加したお子さんたちも大喜びでした。

日本遺産サミット in 高知開催！
　10 月 12 日 ( 土 )、13 日 ( 日 ) に文化庁から日本遺産に認定された 83 団体が高知に集まり、日
本遺産サミット in 高知が、開催されました！
　サミット初日は、日本遺産セミナーや総会、懇親会が開かれました。懇親会場では中芸地域の３酒
蔵の南、土佐鶴、美丈夫が勢ぞろいし、鮎や田舎寿司、ゆずなど、中芸地域ならではの料理が参加者を
おもてなししました。13 日には帯屋町アーケードに全国の認定地団体の PR ブースが並びました。
当協議会のブースでは、お出掛け体験をイラストなどで自由に書き表す「よりみちノート」や中芸地
域の景色を切り取った「栞」などをプレゼントしながら、中芸地域がどのような魅力をもった地域な
のか PR することができました。また、同日には「中芸地域の山 / 川 / 海の恵みを感じる話題の完全
天日塩とは」という演目で公開講座が開かれ、参加した方々は興味深く話を聞いていました。

【PRブース】【日本遺産セミナー】 【中芸の３酒蔵と料理】
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レイ
チェルコーナー

国際交流員：レイチェル・ページ

　みなさん、こんにちは！これからだんだん寒くなりますね！イギリ
スでは９月から寒くなりはじめます。もうすぐ新年になりますので、
イギリスと日本の新年の習慣の違いについて話したいと思います。
　イギリスでは、クリスマスのほうが日本のお正月と似ていると思い
ます。イギリスのクリスマスは家族が集まったり、一緒に伝統的な食
べ物を食べたり、教会に行ったりします。新年は親や友達と一緒に祝
います。１２月３１日に、日本でいう忘年会のようなパーティーを開
き、みんなでこの一年を思い出して、次の年に臨みます。新年が近づ
くと、テレビでカウントダウンしますので、みんなで一緒に見て、１
２時になったら、「Happy New Year!」〔良い年を!〕と言いながら庭
から花火を見ます。
　しかし、私にとって、一番大切な新年の習慣は、「New Year’s Resolution」
（新年の抱負）です。毎年、自分と向き合い、より成長するための
チャンスが来ます。子どもの時、家族でろうそくに火を付けて、自分
の抱負を考えました。日本の書き初めと似ているかもしれません。
　２０１９年にイギリスでの新年の抱負についてのアンケートが行わ
れました。その結果、７０％以上の人は「もっと健康的な生活をす
る」でした。他には「もっとお金を貯める」や「禁煙する」でした。

イギリスで行った研究によると、抱負を決めた人の中で達成した人はたったの８％で、かなり低いそうです。
新年の抱負は自分自身を省みる機会だと思います。ただし、すぐに生活を変えるのは難しいと思います。す
ぐに変化できず、新年の抱負を失敗すると、自分にがっかりし、自信がなくなるでしょう。適当に目標を決
めるのも問題ないですが、少しずつ理想の自分になるように、まず小さな行動から始めることが大切だと思
います。達成できそうな目標
を毎月立てて、ゆっくり新し
い習慣を作ることもひとつの
方法ではないでしょうか。
　私は２０２０年の抱負はま
だ決めていないですが、一緒
に少しずつ理想の自分に近づ
けていきましょう！
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レイ
チェルコーナー

国際交流員：レイチェル・ページ

　みなさん、こんにちは！これからだんだん寒くなりますね！イギリ
スでは９月から寒くなりはじめます。もうすぐ新年になりますので、
イギリスと日本の新年の習慣の違いについて話したいと思います。
　イギリスでは、クリスマスのほうが日本のお正月と似ていると思い
ます。イギリスのクリスマスは家族が集まったり、一緒に伝統的な食
べ物を食べたり、教会に行ったりします。新年は親や友達と一緒に祝
います。１２月３１日に、日本でいう忘年会のようなパーティーを開
き、みんなでこの一年を思い出して、次の年に臨みます。新年が近づ
くと、テレビでカウントダウンしますので、みんなで一緒に見て、１
２時になったら、「Happy New Year!」〔良い年を!〕と言いながら庭
から花火を見ます。
　しかし、私にとって、一番大切な新年の習慣は、「New Year’s Resolution」
（新年の抱負）です。毎年、自分と向き合い、より成長するための
チャンスが来ます。子どもの時、家族でろうそくに火を付けて、自分
の抱負を考えました。日本の書き初めと似ているかもしれません。
　２０１９年にイギリスでの新年の抱負についてのアンケートが行わ
れました。その結果、７０％以上の人は「もっと健康的な生活をす
る」でした。他には「もっとお金を貯める」や「禁煙する」でした。

イギリスで行った研究によると、抱負を決めた人の中で達成した人はたったの８％で、かなり低いそうです。
新年の抱負は自分自身を省みる機会だと思います。ただし、すぐに生活を変えるのは難しいと思います。す
ぐに変化できず、新年の抱負を失敗すると、自分にがっかりし、自信がなくなるでしょう。適当に目標を決
めるのも問題ないですが、少しずつ理想の自分になるように、まず小さな行動から始めることが大切だと思
います。達成できそうな目標
を毎月立てて、ゆっくり新し
い習慣を作ることもひとつの
方法ではないでしょうか。
　私は２０２０年の抱負はま
だ決めていないですが、一緒
に少しずつ理想の自分に近づ
けていきましょう！



2019年11月26日～2020年2月29日、3月1日～3月17日
　（インターネット出願も受け付けております）

血圧が気になる方へ
　　血圧計の購入補助、始めました！

　馬路村独自の健康への取組の一環として、ご自身の健康増進と健康管理を
目的に今年度健診等を受けられた方で血圧計を購入する方を対象に購入補助
を行っています。
　補助金額は、購入金額（消費税込み）の２分の１以内（千円未満切り捨
て）とし、上限は１万円までとなります。
　補助を希望する方は、血圧計を購入した領収書と血圧を記録した任意の記
録用紙（１カ月分）をご持参のうえ、役場健康福祉課まで申請ください。
　なお、申込者が多い場合には先着順となりますのでご容赦ください。

【提出先及び問い合わせ先】
　役場　健康福祉課　☎（8）44-2112
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７０３人、
１６０人、

３３９世帯
８６世帯

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生
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１１

１

０

０

０

１

０

７

０

１

１

０

０

８

１

８６４

８６３

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

12月・1月 むらの行事予定12月・1月 むらの行事予定

有害物収集
校内持久走大会（馬路小学校）
乳児健診（奈半利町保健センター）
人権講演会（魚梁瀬多目的施設）
第48回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）
餅つき（魚梁瀬保育所）
馬路熊野神社秋の例大祭・神楽発表会・こどもみこし祭り
安芸地区新人球技大会（～８日）
馬路村社会福祉大会（馬路村デイサービスセンター）

校内持久走大会（魚梁瀬小中学校）
リサイクル収集
健康づくり教室（馬路診療所）
馬路式お弁当の日

餅つき（馬路保育所）

人権相談所（役場住民相談室）10：00～15：00
行政相談所（役場住民相談室）10：00～12：00
古紙収集（魚梁瀬）
高知県中学校冬季卓球大会（～１５日）
ハミングゆ～ずクリスマスコンサート（馬路温泉）
第47回馬路村文化祭・馬路村ふれあい祭り（馬路体育館・馬路中学校）
郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）

１歳６カ月児・３歳児健診（奈半利町民会館）
ふれあい餅つき（魚梁瀬小中学校）
社会見学（馬路中学校）
クリスマス会（魚梁瀬保育所）

リサイクル収集
参観日（馬路中学校）
村内４校終業式
クリスマス会（馬路保育所）

古紙回収（馬路）
仕事納め
保育終了

新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）　　  元日
新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
成人式（馬路温泉）

仕事始め
保育始まり

村内４校始業式
乳児健診（奈半利町民会館）

古紙収集（魚梁瀬）

成人の日
リサイクル収集
健康づくり教室（馬路診療所）
どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）

第３８回馬路村民駅伝競走大会
参観日（馬路小学校）

巡回図書（魚梁瀬）11：00～12：00
馬路式お弁当の日
１歳６カ月児・３歳児健診（奈半利町民会館）

巡回図書（馬路）10：40～11：30

古紙収集（馬路）

第３9回馬路村内芸能発表会（馬路温泉）

リサイクル収集
馬路中学校体験入学

０

０

12　　月

馬路村特別村民 １１,６１４人
（１１月３０日現在）

1　　月

最低賃金改正のお知らせ

●高知労働局では、県内すべての労働者に適用
される「高知県最低賃金」を改正し、10月５日
から施行することとしました。
　この決定により、10月５日以降分として労働
者に支払う賃金は、１時間790円以上としなけ
ればなりません。

◎問い合わせ先
　高知労働局（賃金室）℡：088-885-6024
　または、各労働基準局へ

─　放送大学入学生募集　─
　放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒
業したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま2020年4月入学生を募集しています。詳しい資料を送付いたしますので、お気軽
にお問い合わせください。

○募集学生の種類

○出願期間
　

○資料請求（無料）・問い合わせ先
　〒780-8072　高知市曙町2丁目5－1
　　放送大学高知学習センター
　　℡：088-843-4864　

─教養学部─
　科目履修生（6カ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）

─大学院─
　修士科目生（6カ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）
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お知らせお知 ら せ

注意！！　年金生活者支援給付金制度に
便乗した詐欺について

　今年10月より始まった年金生活者支援給付金制度に便
乗し、厚生労働省、日本年金機構または市町村の職員を
名乗る者から、「年金生活者支援給付金の振込口座が使
えないため、新しい口座番号、暗証番号、マイナンバー
を教えてほしい。」という不審な電話がかかってきた事
例が報告されています。
　厚生労働省および日本年金機構では、電話でお客様の
口座番号、暗証番号、マイナンバー等をお聞きすること
はありません。このような電話があっても、口座番号等
の個人情報を答えることのないようにご注意ください。
問い合わせ先　南国年金事務所　TEL:088-864-1111



2019年11月26日～2020年2月29日、3月1日～3月17日
　（インターネット出願も受け付けております）

血圧が気になる方へ
　　血圧計の購入補助、始めました！

　馬路村独自の健康への取組の一環として、ご自身の健康増進と健康管理を
目的に今年度健診等を受けられた方で血圧計を購入する方を対象に購入補助
を行っています。
　補助金額は、購入金額（消費税込み）の２分の１以内（千円未満切り捨
て）とし、上限は１万円までとなります。
　補助を希望する方は、血圧計を購入した領収書と血圧を記録した任意の記
録用紙（１カ月分）をご持参のうえ、役場健康福祉課まで申請ください。
　なお、申込者が多い場合には先着順となりますのでご容赦ください。

【提出先及び問い合わせ先】
　役場　健康福祉課　☎（8）44-2112
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12月・1月 むらの行事予定12月・1月 むらの行事予定

有害物収集
校内持久走大会（馬路小学校）
乳児健診（奈半利町保健センター）
人権講演会（魚梁瀬多目的施設）
第48回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）
餅つき（魚梁瀬保育所）
馬路熊野神社秋の例大祭・神楽発表会・こどもみこし祭り
安芸地区新人球技大会（～８日）
馬路村社会福祉大会（馬路村デイサービスセンター）

校内持久走大会（魚梁瀬小中学校）
リサイクル収集
健康づくり教室（馬路診療所）
馬路式お弁当の日

餅つき（馬路保育所）

人権相談所（役場住民相談室）10：00～15：00
行政相談所（役場住民相談室）10：00～12：00
古紙収集（魚梁瀬）
高知県中学校冬季卓球大会（～１５日）
ハミングゆ～ずクリスマスコンサート（馬路温泉）
第47回馬路村文化祭・馬路村ふれあい祭り（馬路体育館・馬路中学校）
郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）

１歳６カ月児・３歳児健診（奈半利町民会館）
ふれあい餅つき（魚梁瀬小中学校）
社会見学（馬路中学校）
クリスマス会（魚梁瀬保育所）

リサイクル収集
参観日（馬路中学校）
村内４校終業式
クリスマス会（馬路保育所）

古紙回収（馬路）
仕事納め
保育終了

新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬）　　  元日
新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
成人式（馬路温泉）

仕事始め
保育始まり

村内４校始業式
乳児健診（奈半利町民会館）

古紙収集（魚梁瀬）

成人の日
リサイクル収集
健康づくり教室（馬路診療所）
どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）

第３８回馬路村民駅伝競走大会
参観日（馬路小学校）

巡回図書（魚梁瀬）11：00～12：00
馬路式お弁当の日
１歳６カ月児・３歳児健診（奈半利町民会館）

巡回図書（馬路）10：40～11：30

古紙収集（馬路）

第３9回馬路村内芸能発表会（馬路温泉）

リサイクル収集
馬路中学校体験入学

０

０

12　　月

馬路村特別村民 １１,６１４人
（１１月３０日現在）

1　　月

最低賃金改正のお知らせ

●高知労働局では、県内すべての労働者に適用
される「高知県最低賃金」を改正し、10月５日
から施行することとしました。
　この決定により、10月５日以降分として労働
者に支払う賃金は、１時間790円以上としなけ
ればなりません。

◎問い合わせ先
　高知労働局（賃金室）℡：088-885-6024
　または、各労働基準局へ

─　放送大学入学生募集　─
　放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒
業したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま2020年4月入学生を募集しています。詳しい資料を送付いたしますので、お気軽
にお問い合わせください。

○募集学生の種類

○出願期間
　

○資料請求（無料）・問い合わせ先
　〒780-8072　高知市曙町2丁目5－1
　　放送大学高知学習センター
　　℡：088-843-4864　

─教養学部─
　科目履修生（6カ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）

─大学院─
　修士科目生（6カ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）
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お知らせお知らせ

注意！！　年金生活者支援給付金制度に
便乗した詐欺について

　今年10月より始まった年金生活者支援給付金制度に便
乗し、厚生労働省、日本年金機構または市町村の職員を
名乗る者から、「年金生活者支援給付金の振込口座が使
えないため、新しい口座番号、暗証番号、マイナンバー
を教えてほしい。」という不審な電話がかかってきた事
例が報告されています。
　厚生労働省および日本年金機構では、電話でお客様の
口座番号、暗証番号、マイナンバー等をお聞きすること
はありません。このような電話があっても、口座番号等
の個人情報を答えることのないようにご注意ください。
問い合わせ先　南国年金事務所　TEL:088-864-1111
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10月

11月
 3 日 第14回ゆずはじまる祭
 5 日 馬路・魚梁瀬中学校職場体験学習（～8日）
 7 日 高知県知事選挙告示日
 9 日 西川渓谷紅葉歩き＆千本山ぷち登山ツアー
  郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
13日 中芸地区音楽発表会（田野町ふれあいセンター）
14日 馬路中学校ゆず取りボランティア
16日 協働の森交流活動
19日 秋季ビーチバレーボール大会（魚梁瀬地区）
24日 高知県知事選挙投開票日

馬路体育会野球部全国大会出場
民生委員・児童委員紹介 ・・・・・・・・・・・2
診療所研修レポート ・・・・・・・・・・・・・・3
平成30年度村の決算・・・・・・・・・・・・・４

議会だよりNo.158・・・・・・・・・・・・ 5～7
おらが村の学校便り62 ・・・・・・・・・ ８・9

 5 日 安芸地区中学校陸上競技大会（芸西村）
 9 日 第39回魚梁瀬地区はし拳大会
  （魚梁瀬多目的施設）
12日 魚梁瀬熊野神社秋の例大祭
  魚梁瀬古式弓射式（丸山公園）
  第15回湯けむりピンポン大会（馬路温泉）
19日 馬路保育所運動会（馬路体育館）
  郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
20日 第27回山師達人選手権大会（丸山公園）
27日 魚梁瀬地区村民運動会
30日 馬路村小・中学校合同学習会（馬路小・中学校）
  サーカスエコロジカル（馬路体育館）
  秋のおもてなし一斉清掃

▲決勝戦の大丸太挽き競争

林業の技術を基にした競技に挑む、第２７回山師達人選手権大会が
１０月２０日㈰に、魚梁瀬丸山公園で開催され、県内外の35チームが
山師の技を競い合いました。
決勝は予選上位４チームで熱戦を繰り広げ、村内有志の「ウサギ組」が
優勝を勝ち取りました。


